
   

付録１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標 準 様 式 
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様式１ 

 

（第 6条関係・記載例を含む） 

文    書    番    号 

令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日 

 

神 奈 川 県 知 事 殿 

 

 

 

測量計画機関の長  

 

公 共 測 量 の 実 施 に つ い て（通 知） 

 

 

横浜市内において、下記のとおり公共測量を実施しますので、測量法（昭和 24年法律 188号） 

第 14条第 1項・第 39条の規定に基づき通知します。 

 

記 

 

1．作業種類 公共測量（横浜市公共基準点測量） 

 

 

2．作業期間 令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日から 

令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日まで 

 

 

3．作業地域 横浜市○○地域 
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様式２ 

 

（第 6条関係・記載例を含む） 

文    書    番    号 

令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日 

 

 

神 奈 川 県 知 事  殿 

 

 

 

測量計画機関の長 

 

公 共 測 量 の 終 了 に つ い て（通 知） 

 

 

令和○年○月○日付け○○発第○○号で通知した公共測量（横浜市公共基準点測量）は、 

○月○日終了しましたので、測量法（昭和 24年法律 188号）第 14条第 2項・第 39条の規定 

に基づき通知します。 
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様式３ 
（第 6条関係・記載例を含む） 

 

 
                              

測 量 標          
                                 の使用承認申請書 
                        測量成果 
 
          ２６ 
   測量法第  条の規定により下記のとおり承認申請いたします。 
          ３０ 
 

         令和   年   月   日                 

                                          申請者  住 所 〒○○○－○○○○横浜市○区○町○-○ 

                                                   氏 名                            

    国土地理院長  殿 

   使用目的又は当該測量の種別   ○○○○ 

   測   量   地   域 横浜市○○地区 

   使   用   期   間 令和 ○年 ○月 ○日から令和 ○年 ○月 ○日 

○ 使用する測量成果の種類及び内容   基本測量・水準点・基準点 

○ 測 量 精 度   横浜市道路台帳測量作業規程 

   使 用 方 法 基準点測量の既知点として 

× 使用する測量標の種類及び所在   別添付図に示すとおり 

× 使用する測量標の上方に測標等 
を 設 け る 場 合 は そ の 所 在 

な し 

○ 完 成 図 の 縮 尺 及 び 名 称   ○○○○ 

測
量
計
画
機
関 

名                     称 
 

代 表 者 の 氏 名   申請者と同じ 

所 在 地 
 
 

測

量

作

業

機

関 

名 称 ○○○○ 

× 測 量 業 者 の 登 録 番 号    未 定 

代 表 者 の 氏 名 ○○○○ 

所 在 地   ○○○○ 

○ 成  果  の  入  手  年  月  日   令和 ○年 ○月 ○日 

公共測量実施計画書提出年月日   令和 ○年 ○月 ○日 

  備             考 担当者 道路調査課 ○○ ○○ Tel○○○－○○○－○○○○ 

 

記載要領 ① ×印欄は法第２６条、○印欄は法第３０条に規定する申請の場合にのみ記載すること。 
          ② 使用方法欄は、測量（地図編集等を含む。）作業の方法を詳しく記載すること。  
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様式３の付属 
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様式４ 
（第 6条関係・記載例を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載要領    

① 測量地域欄は、別に地形図を用い、当該測量の測量成果及び当該測量において 

使用する測量成果の位置関係等を表示すること。 

    ② 作業量欄は、当該測量の測量成果を記入すること。 

    ③ 測量方法欄は、測量の方法、使用する主な機器等を具体的に記入すること。 

    ④ 備考欄は、測量計画機関担当者の氏名、所属、電話番号等を記入すること。  

                            

公共測量実施計画書  
 
 測量法第３６条の規定により下記のとおり計画書を提出します。 

           

令和   年   月   日                  〒○○○ 

所在地 横浜市○区○町○-○ 

                                  測量計画機関  名  称 横浜市 

代表者 横浜市長 ○○○○  

    国土地理院長 殿 
 

 測 量 の 目 的 ○○○○ 

 測     量     地     域 横浜市○○地区 

 作         業        量 
基準点 １級 ○点   

２級 ○点 

 測     量     期     間 令和    年    月   日 から          年    月    日 

 測     量     精     度 横浜市道路台帳測量作業規程 

 測     量     方     法 ＧＰＳ、トータルステーション 

 使 用 す る 測 量 成 果 
 の 種 類 及 び 内 容 

基本測量基準点 基準点１級○点 ２級○点 

 基本測量成果入手年月日 令和 ○ 年 ○ 月 ○日 

 測量に関する計画者氏名 
 及び測量士登録番号 

○○○○測量士 第00000（○○課○○係） 

測 

量 

作 
業 

機 

関 

 名       称 ○○○○ 

 測量業者登録番号 ○○○○ 

 代 表 者 の 氏 名 ○○○○ 

 所      在      地 ○○○○ 

 主任技術者氏名及び 
 測 量 士 登 録 番 号 

○○○○ 
測量士 ○○ ○○ 

作
業
規
程 

 書 類 提 出 年 月 日 令和 ○ 年 ○ 月 ○日 

 承  認  年  月  日 令和 ○ 年 ○ 月 ○日 

 承 認 番 号 国国地発第 ○○○号 

 測量標・測量成果の使用 
 承認申請書提出年月日 

令和 ○ 年 ○ 月 ○日 

 備         考 担当者 道路調査課 ○○ ○○ Tel ○○○－○○○－○○○○ 



    

 

- 66 - 

 

 

 

                                        様式４の付属 
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様式５ 

（第 6条関係） 

文    書    番    号 

 令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日  

 

 

国 土 地 理 院 長 殿 

（神 奈 川 県 知 事） 

 

 

測量計画機関の長  

 

測 量 標 の 設 置（通 知） 

 

    (国土地理院長宛は、以下の内容とする) 

令和○年○月○日付け○○公第○○号で助言を受けた公共測量の実施に伴い別紙の 

とおり永久標識を設置したので、測量法(昭和 24年法律 188号)第 37条第 3項により 

通知します。 

 

   (知事宛は、以下の内容とする) 

令和○年○月○日付け○○公第○○号で助言を受けた公共測量の実施に伴い別紙の 

とおり永久標識(一時標識)を設置したので、測量法(昭和 24年法律 188号)第 21条 

第 1項･第 39条により通知します。 

 

 

（注） 

1.  国土地理院の長へは、永久標識についてのみ通知し、一時標識については通知不要。 

2.  測量法第 40条による測量成果提出の際に設置位置通知書を添付することによって、 

国土地理院への通知を省略することができる。 

3.  別紙には、「測量標設置位置通知書」を添付する。 
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様式６－１ 

(第 6条関係) 

 

文    書    番    号 

令和  年   月   日 

 

 

神 奈 川 県 知 事  殿 

 

 

 

 

測量標の移転・撤去及び廃棄について(通知) 

 

標記について、別紙の通り実施しましたので、測量法(昭和 24 年法律 188 号)第 37条 

第 4 項により通知します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1. 国土地理院の長へは、永久標識についてのみ通知し、一時標識については通知不要。 

2. 測量計画機関が都道府県である場合は、知事への通知を省略することができる。 

3. 都道府県知事は、法第 23 条第 2 項の規定により関係市町村長に通知をしなければならない。 

   ただし、測量計画機関が市町村である場合は、法第 23 条第 2 項を省略することができる。 

4. 国土地理院の長へは、正１部を提出する。 

5. 都道府県知事へは、正・副各 1 部、計 2 部を提出する。 
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様式６－２ 

 

(第 6条関係) 

 

文    書    番    号 

令和  年   月   日 

 

 

敷 地 所 有 者  殿 

 

 

 

 

測量標の移転・撤去及び廃棄について(通知) 

 

標記について、別紙の通り実施しましたので、測量法(昭和 24 年法律 188 号)第 23条 

第１項・第 39 条により通知します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙は神奈川県知事に提出するものと同一内容のものとする。 
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様式７ 
 

（第３６条関係） 

 

                        測量成果  謄本 

                               の    交付申請書 

                        測量記録  抄本 

 

                                     測量成果 謄本 

   測量法第 28 条の規定により下記のとおり       の   の交付を申請します。 

                                      測量記録 抄本 

 

        令和    年    月    日 

 

                                          申請者 住 所                         

                                                  氏 名                         

 

   国土地理院長  殿 

使 用 目 的 
 

 

郵送のときのあて先 
〒 

                                  TEL 

測 量 成 果 又 は 
測量記録の種類 

該当する５万分の１ 
地形図名 

 謄本又は 
 抄本 

数  量 
手  数  料 

単 価 小 計 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

      計 
 
 

収入印紙貼付欄 （消印してはならない） 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載   ①  測量成果、測量記録、謄本及び抄本の文字のうち、不要のものを消すこと。 
② 郵送希望のときは、別に郵便切手を添えること。 
③ 地形図等に所要点の位置等を記載して添付すること。 
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様式８ 

 

（第１６条関係・記載例を含む） 

文  書  番  号 

令和   年   月    日 

 

 

国土地理院長 殿 

 

 

 

 

 

 

公共測量成果等の提出について 

 

 

 

 

令和 年 月 日付け  公第   号で助言を受けた公共測量実施計画書に基づく 

測量成果を得たので、測量法第 40 条第 1 項に基づき下記のとおり提出します。 

 

記 

 

成果品の名称    ○○測量成果 DVD（あるいは CD 等）      数量   1 部 

内訳 

１．横浜市公共基準点測量成果表の写し 

２．点の記の写し 

３．平均図の写し 

４．観測図の写し 

５．網図の写し 

６．精度管理表の写し 

７．検定証明書・検定記録書の写し 

８．品質評価表の写し 

９．メタデータの写し 

１０．基準点現況調査報告書の写し 

１１．測量標設置位置通知書の写し 

１２．その他の資料 
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様式９－１ 

 

（第３４条関係・記載例を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

横
浜
市
公
共
一
次
基
準
点
配
点
図

○
○
○
○
地
区
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様式９－２ 

 

（第３４条関係・記載例を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

横
浜
市
公
共
一
次
基
準
点
平
均
計
画
図
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様式９－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

横
浜
市
公
共
二
次
基
準
点
配
点
図
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様式９－４ 

 

1/25,000 地形図を基図とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横
浜
市
公
共
二
次
基
準
点
配
点
図
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用
紙
は
Ａ
４
と
す
る 

様式１０ 

 

（第３６条関係・記載例を含む） 

基 準 点 現 況 調 査 報 告 書 

令和○○年○○月○○日          作 業 名 ○○○○測量 
作業機関名  ○○測量株式会社 

調査年月日      ○○日間 

令和○○年○○月○○日 
 

１／５万 
図  名 

等級 名称 
種類 (番号) 

所在地(県、市町村名) 現況区分 
現況の
地 目 

備  考 

横 浜 
Ⅲ△ ○○山 

(000000) 
○○県○○市 不 明 山林  

〃 Ⅳ△ ○○山 〃  ○○市 正 常 〃  

〃 〃△ ○○○ 〃   〃 〃 〃  

      
 

 

        

      

      

      

      
 

 

（第２６条関係） 

(注) 1. 測量計画機関は国土地理院（所管の地方測量部等）へ 1部提出すること。 

    2. 測量計画機関は、基準点の現況が分かる写真がある場合は、国土地理院（所管の地

方測量部等）へ 1部提出すること。 

   3. 現況区分ついては下記の表を参考に記載すること。 

現  況  区  分  表 

現況区分 現          況 

正 常 正 常 点の記により柱石及び盤石が異常でないと判断される 

異 常 亡 失 柱石、盤石が無い。又は、盤石は有るが位置が測量成果の表示と異なる 

 不 明 柱石、盤石が発見できず亡失していることが確認できない 

 傾 斜 盤石は正常だが、柱石が傾斜又は横転し、修正・再設置が必要と思われる 

 要移転 柱石、盤石は正常だが将来にわたり保存の継続が見込めず、移転が必要と思われる 

 埋 没 柱石が地中に埋没し、高上又は保護策が必要と思われる 

 露 出 柱石が地上に著しく露出し、低下又は保護策が必要と思われる 

 柱石き損 盤石、球分は正常であるが柱石がき損しているため、交換・修理が必要と思われる 

 柱石亡失 盤石は正常であるが、柱石が亡失しているため、補充が必要と思われる 

 球分き損 柱石上の球分が、き損又は磨耗しており、補修又は再設置が必要と思われる 
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様式１１－１ 

 

（第３９条関係、記載例） 

横浜市公共一次基準点網、観測図 1：50,000 

（○○○○地区） 
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様式１１－２ 

 

（第３９条関係、記載例） 

横浜市公共二次基準点網、観測図 1:10,000 
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様式１１－３ 

（第３９条関係、記載例） 

横浜市公共一次基準点網、観測図（GNSS） 

（〇〇〇〇地区） 

 
（注）１ 点の記号等は、次の通りとする。 

 

 ･････電子基準点 

･････一、二、三、四等三角点 

･････横浜市公共一次基準点・本点 

･････偏心点（永久標識を設置したもの） 

･････偏心点（永久標識を設置しないもの） 

２ 偏心点に伴う観測方向（視通線）を、そのまま記入する。 

３ 適宜の白紙を用い 1/25,000 の縮尺で作成する。 

  



   

 

- 81 - 

 

様式１２－１ 

 

（第３９条関係、記載例） 

横浜市公共一次基準点網、平均図 1:50,000 

 

（注）１ 点の記号等は、次の通りとする。 

 

 ･････電子基準点 

･････一、二、三、四等三角点 

･････横浜市公共一次基準点・本点 

･････偏心点（永久標識を設置したもの） 

･････偏心点（永久標識を設置しないもの） 

２ 適宜の白紙を用い 1/25,000 の縮尺で作成する。 
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様式１２－１の付表 

(第３９条関係、記載例含む) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

横
浜
市
公
共
一
次
基
準
点
網

 
平
均
図

 
付
表
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様式１２－２ 

 

（第３９条関係・記載例） 

横浜市公共二次基準点網、平均図 1:10,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （注）１ 点の記号等は、次の通りとする。 

･････一、二、三、四等三角点 

･････横浜市公共一次基準点・本点 

･････偏心点（永久標識を設置したもの） 

･････偏心点（永久標識を設置しないもの） 

２ 偏心点に伴う観測方向（視通線）を、そのまま記入する。 

３ 適宜の白紙を用い 1/25,000 の縮尺で作成する。 
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様式１２－３ 

（第３９条関係・記載例） 

横浜市公共一次基準点網、平均図（GNSS） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）１ 点の記号等は、次の通りとする。 

 

 ･････電子基準点 

･････一、二、三、四等三角点 

･････横浜市公共一次基準点・本点 

･････偏心点（永久標識を設置したもの） 

･････偏心点（永久標識を設置しないもの） 

２ 適宜の白紙を用い 1/25,000 の縮尺で作成する。 
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様式１３－１ 

（第３９条関係）1/25,000 地形図を基図とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

横
浜
市
公
共
一
次
基
準
点
網
図
 
（
〇
〇
〇
〇
地
区
）
 

平
均
図
、
付
図
―
１
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様式１３－２ 

（第３９条関係）1/10,000 地形図を基図とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

横
浜
市
公
共
一
次
基
準
点
網
図
 
（
〇
〇
〇
〇
地
区
）
 

平
均
図
、
付
図
―
２
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様式１４－１ 

 

（第３９条関係） 
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様式１４－２ 

 

（第３９条関係） 

 

横浜市公共基準点網図 （○○○○地区） 1/5,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



   

 

- 89 - 

 

様式１４－３ 
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様式１５－１ 

 

(第４１条関係、記載例を含む) 

横浜市一次基準点 点の記 

 

点   名 ○○○(○○○横浜) メッシュ番号 （○○）ＬＤ○○－○－○○ 

所 在 地 緑区○○町○○○－○ 地    目 宅地 

所 有 者 ○○○○○○○○○○ ○○○○      TEL000(000)0000 

管 理 者 株式会社 ○○○○            TEL000(000)0000 

測標の種類 
 

標石・金属標 設置位置 
 

地下・地上・屋上 

選点年月日 令和○○年○○月○○日 選 点 者 ○○○○株式会社 

設置年月日 令和○○年○○月○○日 設 置 者 ○○○○株式会社 

観測年月日 令和○○年○○月○○日 観 測 者 ○○○○株式会社 

 

備   考 

 

 

アンテナ高：〇.〇〇〇m 

 

 

 

注：GNSS を使用した場合は備考欄に「GNSS による基準点測量」と明記すること。 

 

  

ANTA
吹き抜け

1.44

1.05

2.80

ANTA

案内 
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様式１５の付属 

 

一次本点、補点、偏心点、二次本点の写真 

（付近の建造物等との位置関係が、明らかになるように撮影する。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方位標の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：用紙はＡ４版とし、現況写真を貼付するものとする。 

  

 

 

 

写      真 

 

 

 

写      真 
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様式１５－２ 

 

（第４１条関係、記載例を含む） 

 

横浜市公共二次基準点 点の記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：GNSS を使用した場合は欄外に「GNSS による基準点測量」とアンテナ高を明記すること。 

 

  

点  の  記 

標識の種類 標識の種類 

標識の種類 標識の種類 



   

 

- 93 - 

 

   様式１５－３ 

 

（第４１条関係、記載例を含む） 

 

１級多角点の記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：GNSS を使用した場合は欄外に「GNSS による基準点測量」とアンテナ高を明記すること。 

 

  

点  の  記 

標識の種類 標識の種類 

標識の種類 標識の種類 
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様式１５－４ 

 

（第４１条関係、記載例を含む） 

 

２級多角点の記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：GNSS を使用した場合は欄外に「GNSS による基準点測量」とアンテナ高を明記すること。 

 

  

点  の  記 

標識の種類 標識の種類 

標識の種類 標識の種類 
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様式１６ 

 

（第４２条関係・記載例を含む） 

 

 

注 1. この標識は○○○で設置したもので、各種測量の基準となる重要な標識のため、動かしたり、 

破損したりしないよう注意を願います。 

 2. 不要の文字は、抹消すること。（所有者と管理者の文字の何れか一方は、必ず抹消する。） 
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○

○○株式会社 ○○ ○○ 

 

様式１７ 

 

（第４２条関係・記載例を含む） 

 

 

(官公有地用) 

 

測 量 標 敷 地 調 書 

 

令和○○年○○月○○日 

横浜市長 様 

 

○○○○株式会社 印 

 

測量標の所在地及び土地の所轄については、次のとおり相違ありません。 

 

公共基準点 
所在地 地目 位置 所轄機関名 管理者 

番号 名称 

○○○ ○○○小学校 ○区○○○○○ 学校用地 屋上 横浜市教育委員会 ○○○小学校長 

○○○ ○○団地 ○区○○○○○ 宅地 屋上 神奈川県 ○○○○管理課長 

       

       

       

       

       

       

       

     
 

 

  

(備 考)   管理者の承諾を裏面に添付すること。 
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様式１６、１７の付属 

 

 

 

測量標敷地調書及び建標承諾書記載上の注意 

 

１ 原則として、建標承諾書は所有者より徴収するものとする。ただし、直接所有者より 

徴収するのが困難な場合は、所有者を明示の上、その管理者より徴収することができる。 

２ 用紙の右下欄外に作業機関の測量係が署名する。（認印を押印することにより署名に変 

えることができる。） 

３ 敷地調書及び建標承諾書は、おおむね選点番号の若い順に綴るものとする。 

４ 地目については、不動産登記法施行令（昭和３５年８月５日政令第２２８号）第３条、 

不動産登記事務取扱手続準則（昭和５２年９月３日民三第四四七三号通達）第１１７条 

及び第１１８条による。 
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様式１８ 

 

（第１３条、第５７条、第５８条、第６３条、第７６条、第７７条、第８０条関係、記載例を含む） 

 

 

 

 

○次基準点測量 
 

横浜市○○地区 

 

 

精度管理簿 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測量計画機関   横浜市道路局 

測量作業機関   ○○○株式会社 
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目 次 
 

精度管理簿 

 

項  目 項  項  目 項  項  目 項 

精度管理表        

観測値の点検計算結果        

厳密網平均計算結果        

平均図（写）        

観測図（写）        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

（注） 点の記号は各基準点網図・平均図に従う。 
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令
和

 
○

年
 ○

月
 ○

日
 

令
和

 
○

年
 ○

月
 ○

日
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観測値の点検計算結果 

 

再設点 ６０８（○○○○湘南八景） 

 

 

 

 

距離の残差 

１１２－６０８  1.3K+7mm(10mm) 

１０３－６０８  0.8K+5mm( 9mm) 

１０１－６０８  0.4K+7mm( 9mm) 

１１５－６０８  0.5K+4mm( 9mm) 

 

標高の点検 

dh 

１１５－６０８－１１２  -0.011(±0.060) 

１１２－６０８－１０３  +0.012(±0.060) 

１０３－６０８－１０１  +0.011(±0.050) 

１０１－６０８－１１５  +0.021(±0.040) 

 

中心角の点検 

６０８  -3″(±14″) 

 

 

 

115

101 103

112

608

１

２

３

４
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厳密網平均計算結果 

 

再設点 ６０８（○○○○湘南八景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位重量の標準偏差 Ｍ＝1″.32 

高低角の標準偏差  Ｍ(v)＝2″.70 

 

  

Ｍx＝0.002 

Ｍy＝0.002 

Ｍz＝0.002 

Ｍh＝0.002 

608 

112 

115 

101 

103 
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令和○年度 横浜市○○地区 

一次基準点測量 平均図 

 

再設点 ６０８（○○○○湘南八景） 

縮尺 （Ａ３、又はＡ４に収まる任意の縮尺） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

608 

112 

115 

101 103 
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令和○年度 横浜市○○地区 

一次基準点測量 観測図 

 

再設点 ６０８（○○○○湘南八景） 

縮尺 （Ａ３、又はＡ４に収まる任意の縮尺） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

608 

112 

115 

101 103 
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横
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共
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 ○
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重複基線ベクトルの各成分の較差   基線ベクトルの各成分の閉合差 

No.103～No.105           No.102～No.104～No.103～No.102 

DX=0.007(0.020)           DX=-0.003(0.043) 

DY=0.010(0.020)           DY= 0.002(0.043) 

DZ=0.005(0.020)           DZ=-0.006(0.043) 

No.104～No.106 

DX=0.002(0.020) 

DY=0.009(0.020) 

DZ=0.012(0.020) 

 

 

 

  

10

102

11

106

13

107

105

12

101

103
104
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厳密網平均計算結果 

 

 

 

 

 

 

 

  

10

102

11

106

13

107

105

12

101

103

104

Ｍxy＝0.035m(0.050m)
Ｍh ＝0.065m(0.100m)

Ｍxy＝0.048m(0.050m)
Ｍh ＝0.089m(0.100m)

Ｍxy＝0.041m(0.050m)
Ｍh ＝0.072m(0.100m)

Ｍxy＝0.038m(0.050m)
Ｍh ＝0.069m(0.100m)

Ｍxy＝0.041m(0.050m)
Ｍh ＝0.065m(0.100m)

Ｍxy＝0.033m(0.050m)
Ｍh ＝0.058m(0.100m)

Ｍxy＝0.039m(0.050m)
Ｍh ＝0.061m(0.100m)
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令和○年度 横浜市○○地区 

一次基準点測量 平均図（ＧＮＳＳ） 

 

縮尺 （Ａ３、又はＡ４に収まる任意の縮尺） 
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103
104
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令和○年度 横浜市○○地区 

一次基準点測量 観測図（ＧＮＳＳ） 

 

縮尺 （Ａ３、又はＡ４に収まる任意の縮尺） 

 

 

 

  

10

102

11

106

13

107

105

12

101

103
104

171A

171B

172A
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様式１９－１ 

 

（第６０条関係、記載例を含む） 

 
注：GNSS を使用した場合は備考欄に「GNSS 測量による」とアンテナ高を明記すること。 
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様式１９－２ 

 

（第６０条関係、記載例を含む） 

 
注：GNSS を使用した場合は備考欄に「GNSS 測量による」とアンテナ高を明記すること。 
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様式１９－３ 

 

（第６０条関係、記載例を含む） 

 
 

注：GNSS を使用した場合は欄外に「GNSS 測量による」を明記すること。 

 

 

  

9 系 
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様式１９－４ 

 

（第６０条関係、記載例を含む） 

 

 

  

9 系 
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様式１９－５ 

 

（第６０条関係、記載例を含む） 

 
 

  

9 系 
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様式２０－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

論　　理 位　置 主　題

（絶対）平均計算の結果

水平位置の標準偏差 ５cm以内

標高の標準編差１０cm以内

誤率　0% 誤率　0% （相対）点検測量の結果 誤率　0% 誤率　0%

重複する基線ベクトルの較差

水平の較差２０mm以内　

標高の較差３０mm以内

※品質評価表の総括表は、個別表を基に作成するものとする。
※品質要求欄には製品仕様書に示された数値（例：0％）を記載する。

用紙の大きさはA4判とする。

作成者 横浜市道路局 座標系 平面直角座標　Ⅸ系

品質評価表　総括表（一次基準点記載例）

1 基準点

製品名

一貫性 正確度

ライセンス 作成時期 平成○○年○○月○○日　（納品日）

横浜市公共一次基準点測量データ

横浜市

株式会社○○測量　　課長　○○　○○○○区領域又は地名

データ品質
適用範囲

品質要求

時　間
品質評価結果

検査実施者

番
号 完全性 (合否)

合格

正確度正確度

令和〇年〇月〇〇日（納品日） 
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様式２０－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　横浜市公共一次基準点

品質要求 品質評価方法 品質評価結果

位相一貫性

水平位置の標準編差５cm以内 水平位置の標準編差２cm

標高の標準編差１０cm以内 標高の標準編差５cm

時間一貫性

時間妥当性

※品質評価は、抽出検査及び全数検査により行う。
※品質評価における品質要求及び品質評価方法は、製品仕様書に基づき記載するものとする。
※評価をしないものは　　　　　　　　で表示する。

用紙の大きさはA4判とする。

位   置
正確度

主   題
正確度

時   間
正確度

分類の正しさ

時間測定正確度

非定量的属性の
正しさ

誤率　　０％
（全数検査）成果数値データが製品仕様
書等と比較して、属性が正しく記載され
ているか検査

誤率　　　０％

（全数検査）成果数値データ等が応用ス
キーマと矛盾がないか検査プログラム
等で検査

誤率　　０％

水平：１０mm
高さ：１５mm

ｸﾞﾘｯﾄﾞﾃﾞｰﾀ位置
正確度

定義域一貫性

10％抽出の点検測量結果は精度管理
表より許容範囲内か目視等で検査

絶対又は外部
正確度

（全数検査）平均計算による水平位置の標準偏差、
標高の標準偏差が許容範囲内か精度管理表より許
容範囲内か目視等で検査

相対又は内部
正確度

点検測量の結果の重複する基
線ベクトルの水平20mm以内、
高さ30mm以内

（全数検査）成果数値データ等が定めら
れた定義域の中にあるか検査プログラ
ム等で検査

論 　理
一貫性

誤率　　０％

誤率　　０％

概念一貫性

誤率　　０％
（全数検査）成果数値データが成果数値
データファイル標準様式に適合している
か検査プログラム等で検査

誤率　　０％

漏　れ 誤率　　０％

誤率　　０％

（全数検査）成果数値データ等に、漏れ
のデータはないか検査プログラムまた
は目視で検査

誤率　　０％

誤率　　０％

 定量的属性の正しさ

品質評価表  個別表（一次基準点記載例）

データ品質適用範囲

品質要素

過　剰 誤率　　０％

完全性

書式一貫性

（全数検査）成果数値データ等に、重複
又は過剰なデータはないか検査プログ
ラムまたは目視で検査
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様式２０－３ 

 

品質評価表 総括表 

製 品 名 横浜市道路台帳平面図情報レベル 500空間データ 

ライセンス 横浜市 作成時期 令和○○年○○月○○日（納品日） 

作 成 者 横浜市道路局道路部道路調査課  座 標 系 平面直角座標系 Ⅸ系 

領域又は地名 横浜市全域  検査実施者 株式会社○○測量 課長○○ ○○ 

 

番
号 

データ品質適用範囲 

品質要求 
品質評価結果 

（合否） 完全性 
論 理 
一貫性 

位 置 
正確度 

時 間 
正確度 

主 題 
正確度 

1 道路、鉄道 誤率 0% 
 

 

 

 

 

 

 

 

誤率 0% 

水平位置の  
標準誤差 
0.25m 以内 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

誤率 0% 合格 

2 行政区、行政界 誤率 0% 誤率 0% 合格 

3 基準点 誤率 0% 
座標成果と
の較差 0m 

誤率 0% 合格 

4 
地図記号、地図情報レ
ベル 500 注記 

誤率 10%以内  
 
 
 
 
 
 
水平位置の 
標準偏差 
0.25m 以内 

誤率 10%以内  合格 

5 道路施設、鉄道施設 誤率 5%以内 誤率 5%以内 合格 

6 建物 誤率 5%以内 誤率 5%以内 合格 

7 水域（河川・湖沼等） 誤率 5%以内 誤率 5%以内 合格 

8 道路境界標 誤率 0% 
座標成果との 

標準偏差 0m 
誤率 0% 合格 

9 植生、小物体 誤率 10%以内  
 

誤率 10%以内  合格 
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様式２０－４ 

 

品質評価表 個別表 

データ品質適用範囲 道路、鉄道 

品質要素 品質要求 品質評価方法 品質評価結果 

完全性 

過剰 誤率 0% 
（全数検査）参考資料と比較し、重複
又は余分なデータがないか検査プロ
グラム又は目視で検査 

誤差 0% 

漏れ 誤率 0% 
（全数検査）参考資料と比較し、不足し
たデータがないか検査プログラム又は
目視で検査 

誤差 0% 

論 理 
一貫性 

書式一貫性 誤率 0% 
（全数検査）数値道路台帳平面図デー
タファイル形式の仕様に適合している
か検査プログラムで検査 

誤差 0% 

概念一貫性 誤率 0% 
（全数検査）インデックスレコードに対
して矛盾が無いか検査プログラムで検
査 

誤差 0% 

定義域一貫性  誤率 0% 
（全数検査）主題属性の定義域並びに
地物の空間及び時間範囲の定義域の
中にあるか検査プログラムで検査 

誤差 0% 

位相一貫性 誤率 0% 
（全数検査）図形同士の位置関係の一
貫性が保たれているかを検査プログラ
ムで検査 

誤差 0% 

位 置 
正確度 

絶対又は外部  
正確度 

水平位置の標準偏差 
0.25m 以内 

（全数検査）数値道路台帳平面図デー
タと成果数値データを検査プログラム
又はモニター表示にて目視検査 

水平位置の標
準偏差 0.25m 

相対又は内部
正確度 

－ － － 

グリッドデータ  
位 置 正 確 度 

－ － － 

時 間 
正確度 

時間測定 
正確度 

－ － － 

時間一貫性 － － － 

時間妥当性 － － － 

主 題 
正確度 

分類の正しさ 誤率 0% 
（全数検査）地物と参考資料又は現地
で分類に矛盾がないか一対一の比較
検査 

誤率 0% 

非定量的属性
の正しさ 

誤率 0% 
（全数検査）地物と参考資料又は現地
で種別名称等に矛盾がないか一対一
の比較検査 

誤率 0% 

定量的属性の
正確度 

－ － － 
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様式２０－５ 

品質評価表 個別表 

データ品質適用範囲 行政区、行政界 

品質要素 品質要求 品質評価方法 品質評価結果 

完全性 

過剰 誤率 0% 
（全数検査）参考資料と比較し、重複
又は余分なデータがないか検査プロ
グラム又は目視で検査 

誤差 0% 

漏れ 誤率 0% 
（全数検査）参考資料と比較し、不足し
たデータがないか検査プログラム又は
目視で検査 

誤差 0% 

論 理 
一貫性 

書式一貫性 誤率 0% 
（全数検査）数値道路台帳平面図デー
タファイル形式の仕様に適合している
か検査プログラムで検査 

誤差 0% 

概念一貫性 誤率 0% 
（全数検査）インデックスレコードに対
して矛盾が無いか検査プログラムで検
査 

誤差 0% 

定義域一貫性  誤率 0% 
（全数検査）主題属性の定義域並びに
地物の空間及び時間範囲の定義域の
中にあるか検査プログラムで検査 

誤差 0% 

位相一貫性 誤率 0% 
（全数検査）図形同士の位置関係の一
貫性が保たれているかを検査プログラ
ムで検査 

誤差 0% 

位 置 
正確度 

絶対又は外部  
正確度 

水平位置の標準偏差 
0.25m 以内 

（全数検査）数値道路台帳平面図デー
タと成果数値データを検査プログラム
又はモニター表示にて目視検査 

水平位置の標
準偏差 0.25m 

相対又は内部
正確度 

－ － － 

グリッドデータ  
位 置 正 確 度 

－ － － 

時 間 
正確度 

時間測定 
正確度 

－ － － 

時間一貫性 － － － 

時間妥当性 － － － 

主 題 
正確度 

分類の正しさ 誤率 0% 
（全数検査）地物と参考資料又は現地
で分類に矛盾がないか一対一の比較
検査 

誤率 0% 

非定量的属性
の正しさ 

誤率 0% 
（全数検査）地物と参考資料又は現地
で種別名称等に矛盾がないか一対一
の比較検査 

誤率 0% 

定量的属性の
正確度 

－ － － 
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様式２０－６ 

品質評価表 個別表 

データ品質適用範囲 基準点 

品質要素 品質要求 品質評価方法 品質評価結果 

完全性 

過剰 誤率 0% 
（全数検査）参考資料と比較し、重複
又は余分なデータがないか検査プロ
グラム又は目視で検査 

誤差 0% 

漏れ 誤率 0% 
（全数検査）参考資料と比較し、不足し
たデータがないか検査プログラム又は
目視で検査 

誤差 0% 

論 理 
一貫性 

書式一貫性 誤率 0% 
（全数検査）数値道路台帳平面図デー
タファイル形式の仕様に適合している
か検査プログラムで検査 

誤差 0% 

概念一貫性 誤率 0% 
（全数検査）インデックスレコードに対
して矛盾が無いか検査プログラムで検
査 

誤差 0% 

定義域一貫性  誤率 0% 
（全数検査）主題属性の定義域並びに
地物の空間及び時間範囲の定義域の
中にあるか検査プログラムで検査 

誤差 0% 

位相一貫性 誤率 0% 
（全数検査）図形同士の位置関係の一
貫性が保たれているかを検査プログラ
ムで検査 

誤差 0% 

位 置 
正確度 

絶対又は外部  
正確度 

座標成果との較差 0m 
（全数検査）数値道路台帳平面図デー
タと成果数値データを検査プログラム
又はモニター表示にて目視検査 

座標成果との
較差 0m 

相対又は内部
正確度 

－ － － 

グリッドデータ  
位 置 正 確 度 

－ － － 

時 間 
正確度 

時間測定 
正確度 

－ － － 

時間一貫性 － － － 

時間妥当性 － － － 

主 題 
正確度 

分類の正しさ 誤率 0% 
（全数検査）地物と参考資料又は現地
で分類に矛盾がないか一対一の比較
検査 

誤率 0% 

非定量的属性
の正しさ 

誤率 0% 
（全数検査）地物と参考資料又は現地
で種別名称等に矛盾がないか一対一
の比較検査 

誤率 0% 

定量的属性の
正確度 

－ － － 
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様式２０－７ 

品質評価表 個別表 

データ品質適用範囲 地図記号、地図情報レベル 500 注記 

品質要素 品質要求 品質評価方法 品質評価結果 

完全性 

過剰 誤率 10%以内 
（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物を参考資料、空中写真又は
現地で検査 

誤差 3.0% 

漏れ 誤率 10%以内 
（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物を参考資料、空中写真又は
現地で検査 

誤差 2.0% 

論 理 
一貫性 

書式一貫性 誤率 0% 
（全数検査）数値道路台帳平面図デー
タファイル形式の仕様に適合している
か検査プログラムで検査 

誤差 0% 

概念一貫性 誤率 0% 
（全数検査）インデックスレコードに対
して矛盾が無いか検査プログラムで検
査 

誤差 0% 

定義域一貫性  誤率 0% 
（全数検査）主題属性の定義域並びに
地物の空間及び時間範囲の定義域の
中にあるか検査プログラムで検査 

誤差 0% 

位相一貫性 誤率 0% 
（全数検査）図形同士の位置関係の一
貫性が保たれているかを検査プログラ
ムで検査 

誤差 0% 

位 置 
正確度 

絶対又は外部  
正確度 

水平位置の標準偏差 
0.25m 以内 

（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物を現地で検査 

水平位置の標
準偏差 0.25m 

相対又は内部
正確度 

水平位置の標準偏差 
0.25m 以内 

（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物を現地で検査 

水平位置の標
準偏差 0.25m 

グリッドデータ  
位 置 正 確 度 

－ － － 

時 間 
正確度 

時間測定 
正確度 

－ － － 

時間一貫性 － － － 

時間妥当性 － － － 

主 題 
正確度 

分類の正しさ 誤率 10%以内 
（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物と参考資料、空中写真又は
現地で一対一の比較検査 

誤率 3.5% 

非定量的属性
の正しさ 

誤率 10%以内 
（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物と参考資料、空中写真又は
現地で一対一の比較検査 

誤率 5.8% 

定量的属性の
正確度 

－ － － 
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様式２０－８ 

品質評価表 個別表 

データ品質適用範囲 道路施設、鉄道施設 

品質要素 品質要求 品質評価方法 品質評価結果 

完全性 

過剰 誤率 5%以内 
（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物を参考資料、空中写真又は
現地で検査 

誤差 0% 

漏れ 誤率 5%以内 
（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物を参考資料、空中写真又は
現地で検査 

誤差 2.0% 

論 理 
一貫性 

書式一貫性 誤率 0% 
（全数検査）数値道路台帳平面図デー
タファイル形式の仕様に適合している
か検査プログラムで検査 

誤差 0% 

概念一貫性 誤率 0% 
（全数検査）インデックスレコードに対
して矛盾が無いか検査プログラムで検
査 

誤差 0% 

定義域一貫性  誤率 0% 
（全数検査）主題属性の定義域並びに
地物の空間及び時間範囲の定義域の
中にあるか検査プログラムで検査 

誤差 0% 

位相一貫性 誤率 0% 
（全数検査）図形同士の位置関係の一
貫性が保たれているかを検査プログラ
ムで検査 

誤差 0% 

位 置 
正確度 

絶対又は外部  
正確度 

水平位置の標準偏差 
0.25m 以内 

（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物を現地で検査 

水平位置の標
準偏差 0.25m 

相対又は内部
正確度 

水平位置の標準偏差 
0.25m 以内 

（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物を現地で検査 

水平位置の標
準偏差 0.25m 

グリッドデータ  
位 置 正 確 度 

－ － － 

時 間 
正確度 

時間測定 
正確度 

－ － － 

時間一貫性 － － － 

時間妥当性 － － － 

主 題 
正確度 

分類の正しさ 誤率 10%以内 
（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物と参考資料、空中写真又は
現地で一対一の比較検査 

誤率 3.5% 

非定量的属性
の正しさ 

誤率 10%以内 
（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物と参考資料、空中写真又は
現地で一対一の比較検査 

誤率 5.8% 

定量的属性の
正確度 

－ － － 
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様式２０－９ 

品質評価表 個別表 

データ品質適用範囲 建物 

品質要素 品質要求 品質評価方法 品質評価結果 

完全性 

過剰 誤率 5%以内 
（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物を参考資料、空中写真又は
現地で検査 

誤差 0% 

漏れ 誤率 5%以内 
（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物を参考資料、空中写真又は
現地で検査 

誤差 2.0% 

論 理 
一貫性 

書式一貫性 誤率 0% 
（全数検査）数値道路台帳平面図デー
タファイル形式の仕様に適合している
か検査プログラムで検査 

誤差 0% 

概念一貫性 誤率 0% 
（全数検査）インデックスレコードに対
して矛盾が無いか検査プログラムで検
査 

誤差 0% 

定義域一貫性  誤率 0% 
（全数検査）主題属性の定義域並びに
地物の空間及び時間範囲の定義域の
中にあるか検査プログラムで検査 

誤差 0% 

位相一貫性 誤率 0% 

（全数検査）離れている、接している、
重なっている等の図形同士の位置関
係の一貫性が保たれているかを検査
プログラムで検査 

誤差 0% 

位 置 
正確度 

絶対又は外部  
正確度 

水平位置の標準偏差 
0.25m 以内 

（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物を現地で検査 

水平位置の標
準偏差 0.25m 

相対又は内部
正確度 

水平位置の標準偏差 
0.25m 以内 

（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物を現地で検査 

水平位置の標
準偏差 0.25m 

グリッドデータ  
位 置 正 確 度 

－ － － 

時 間 
正確度 

時間測定 
正確度 

－ － － 

時間一貫性 － － － 

時間妥当性 － － － 

主 題 
正確度 

分類の正しさ 誤率 10%以内 
（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物と参考資料、空中写真又は
現地で一対一の比較検査 

誤率 3.5% 

非定量的属性
の正しさ 

誤率 10%以内 
（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物と参考資料、空中写真又は
現地で一対一の比較検査 

誤率 5.8% 

定量的属性の
正確度 

－ － － 
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様式２０－１０ 

品質評価表 個別表 

データ品質適用範囲 水域（河川・湖沼等） 

品質要素 品質要求 品質評価方法 品質評価結果 

完全性 

過剰 誤率 5%以内 
（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物を参考資料、空中写真又は
現地で検査 

誤差 0% 

漏れ 誤率 5%以内 
（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物を参考資料、空中写真又は
現地で検査 

誤差 2.0% 

論 理 
一貫性 

書式一貫性 誤率 0% 
（全数検査）数値道路台帳平面図デー
タファイル形式の仕様に適合している
か検査プログラムで検査 

誤差 0% 

概念一貫性 誤率 0% 
（全数検査）インデックスレコードに対
して矛盾が無いか検査プログラムで検
査 

誤差 0% 

定義域一貫性  誤率 0% 
（全数検査）主題属性の定義域並びに
地物の空間及び時間範囲の定義域の
中にあるか検査プログラムで検査 

誤差 0% 

位相一貫性 誤率 0% 
（全数検査）図形同士の位置関係の一
貫性が保たれているかを検査プログラ
ムで検査 

誤差 0% 

位 置 
正確度 

絶対又は外部  
正確度 

水平位置の標準偏差 
0.25m 以内 

（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物を現地で検査 

水平位置の標
準偏差 0.25m 

相対又は内部
正確度 

水平位置の標準偏差 
0.25m 以内 

（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物を現地で検査 

水平位置の標
準偏差 0.25m 

グリッドデータ  
位 置 正 確 度 

－ － － 

時 間 
正確度 

時間測定 
正確度 

－ － － 

時間一貫性 － － － 

時間妥当性 － － － 

主 題 
正確度 

分類の正しさ 誤率 10%以内 
（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物と参考資料、空中写真又は
現地で一対一の比較検査 

誤率 3.5% 

非定量的属性
の正しさ 

誤率 10%以内 
（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物と参考資料、空中写真又は
現地で一対一の比較検査 

誤率 5.8% 

定量的属性の
正確度 

－ － － 
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様式２０－１１ 

品質評価表 個別表 

データ品質適用範囲 道路境界標 

品質要素 品質要求 品質評価方法 品質評価結果 

完全性 

過剰 誤率 0% 
（全数検査）参考資料と比較し、重複
又は余分なデータがないか検査プロ
グラム又は目視で検査 

誤差 0% 

漏れ 誤率 0% 
（全数検査）参考資料と比較し、不足し
たデータがないか検査プログラム又は
目視で検査 

誤差 0% 

論 理 
一貫性 

書式一貫性 誤率 0% 
（全数検査）数値道路台帳平面図デー
タファイル形式の仕様に適合している
か検査プログラムで検査 

誤差 0% 

概念一貫性 誤率 0% 
（全数検査）インデックスレコードに対
して矛盾が無いか検査プログラムで検
査 

誤差 0% 

定義域一貫性  誤率 0% 
（全数検査）主題属性の定義域並びに
地物の空間及び時間範囲の定義域の
中にあるか検査プログラムで検査 

誤差 0% 

位相一貫性 誤率 0% 
（全数検査）図形同士の位置関係の一
貫性が保たれているかを検査プログラ
ムで検査 

誤差 0% 

位 置 
正確度 

絶対又は外部  
正確度 

座標成果との較差 0m  
（全数検査）数値道路台帳平面図デー
タと成果数値データを検査プログラム
又はモニター表示にて目視検査 

座標成果との
較差 0m 

相対又は内部
正確度 

－ － － 

グリッドデータ  
位 置 正 確 度 

－ － － 

時 間 
正確度 

時間測定 
正確度 

－ － － 

時間一貫性 － － － 

時間妥当性 － － － 

主 題 
正確度 

分類の正しさ 誤率 0% 
（全数検査）地物と参考資料又は現地
で分類に矛盾がないか一対一の比較
検査 

誤率 0% 

非定量的属性
の正しさ 

誤率 0% 
（全数検査）地物と参考資料又は現地
で種別名称等に矛盾がないか一対一
の比較検査 

誤率 0% 

定量的属性の
正確度 

－ － － 
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様式２０－１２ 

 

品質評価表 個別表 

データ品質適用範囲 植生、小物体 

品質要素 品質要求 品質評価方法 品質評価結果 

完全性 

過剰 誤率 10%以内 
（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した区域を参考資料、空中写真又は
現地で検査 

誤差 3.0% 

漏れ 誤率 10%以内 
（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した区域を参考資料、空中写真又は
現地で検査 

誤差 2.0% 

論 理 
一貫性 

書式一貫性 誤率 0% 
（全数検査）数値道路台帳平面図デー
タファイル形式の仕様に適合している
か検査プログラムで検査 

誤差 0% 

概念一貫性 誤率 0% 
（全数検査）インデックスレコードに対
して矛盾が無いか検査プログラムで検
査 

誤差 0% 

定義域一貫性  誤率 0% 
（全数検査）主題属性の定義域並びに
地物の空間及び時間範囲の定義域の
中にあるか検査プログラムで検査 

誤差 0% 

位相一貫性 誤率 0% 
（全数検査）図形同士の位置関係の一
貫性が保たれているかを検査プログラ
ムで検査 

誤差 0% 

位 置 
正確度 

絶対又は外部  
正確度 

水平位置の標準偏差 
0.25m 以内 

（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地域を数値図又は現地で検査 

水平位置の標
準偏差 0.25m 

相対又は内部
正確度 

－ － － 

グリッドデータ  
位 置 正 確 度 

－ － － 

時 間 
正確度 

時間測定 
正確度 

－ － － 

時間一貫性 － － － 

時間妥当性 － － － 

主 題 
正確度 

分類の正しさ 誤率 10%以内 
（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物と参考資料、空中写真又は
現地で一対一の比較検査 

誤率 3.5% 

非定量的属性
の正しさ 

誤率 10%以内 
（2%抜取検査）評価手順に基づき選択
した地物と参考資料、空中写真又は
現地で一対一の比較検査 

誤率 4.8% 

定量的属性の
正確度 

－ － － 
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様式２１ 

成果数値データファイル標準様式 

 
基本構造 

１) 1 行 1 レコードのカンマ区切りのテキストファイルとする。 
２）文字コードは ASCII コード、漢字コードはシフト JIS コードとする。 
３）拡張子は“TXT”とする。 
４）レコードの記述方法 
 

デ－タ区分 区切り 項目1 区切り ・・・・ 項目ｎ 区切り CRLF 

 
デ－タ区分   その行のデータの種類を表す記号。1 文字目が英字、2,3 文字目が数字の 3 文字とする。 
区切り     各データの項目は、「 ，」(カンマ)によって区切るものとする。 

項目を省略する場合は、「，，」とする。（スペースは入れない。） 
項目１～項目ｎ データ区分に応じて項目数は変わる。項目数は記述内容のとおり。 
CRLF      各行の終了コード（0D0Ah）で、各行の最大長は、CRLF を含まず、128 バイトとする。 

 
留意事項 

１) 名称・コメントなど、文字として認識するデータには、“，”（カンマ）を使用しない。 
２) 点名称、測器名称、標尺名称、水準点番号などの名称、コメントは全角文字(英数字については半角文字を

原則とする)とし、それ以外のデータは、半角文字とする。 
 
記述内容 
 １)説明文 

データ区分：Z00 ～ Z03 
内  容： 作業内容のコメントを記載する。 
Z00 コメント(省略可)、フォーマット識別子、フォーマットバージョン(02.00で固定) 
Z01 業務タイトル名(基準点のみ省略可) 
Z02 測地系(0 (世界測地系)、1 (日本測地系)) 、平面直角座標系番号(省略可)：Z02 は基準点のみ適用 

２）開始データ 
データ区分： A00（基準点） 
内   容： 成果表データの開始フラッグ 

３）データ 
データ区分： A01（基準点） 
内   容：点番号、点名称、緯度、経度、Ｘ座標、Ｙ座標、座標系、標高、等級 

①点番号：基準点は５桁の整数を標準とする。 
②名 称：４０バイト以下 
③緯 度：小数点形式とし秒以下４桁とする。（DD°.MM′SS"SSSS ） 
④経 度：小数点形式とし秒以下４桁とする。（DDD°.MM′SS"SSSS） 
⑤Ｘ座標：小数点形式、ｍ単位とし、基準点はｍ以下３桁までとする。 
⑥Ｙ座標：小数点形式、ｍ単位とし、基準点はｍ以下３桁までとする。 
⑦座標系：平面直角座標系番号 
⑧標 高：小数点形式、ｍ単位とし、ｍ以下３桁までとする。 

４）データの終了 

データ区分： A99（基準点） 

内   容： 成果表データの終了フラッグ 
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様式２２ 
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     様式２３ 
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 （第１４条関係） 
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 （第１４条関係） 
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観 測 手 簿 
 

距離観測簿記載上の注意 

１ 手簿の上欄には、次の事項を記載する。 

(1) 測点名及び反射点名 

測点名は、三角点では番号、等級、名称、新点では、番号、名称、節点では番号のみを記入する。ま

た、反射点は番号のみとする。 

(2) 観測者及び手簿者の氏名 

(3) 気温及び気圧 

(4) 器械高及び反射鏡高 

(5) 測点(G)及び反射点(R)と標識（標石又は金属標等）(C)の関係 

(6) 天候 

(7) 観測年月日（第 1 頁は年月日を、事項よりは月日のみ記入する。） 

(8) 観測時刻（24 時間制の表示とする。） 

(9) 器械及び反射鏡の番号及び反射鏡の個数（素子数） 

(10) (1)、(3)の各項については、頁の変わるたびに記入する。他の項については、変更の都度記入する。 

 

２ 同一測点において測器の位置を変えたとき、又は、反射点の２箇所以上の位置に反射鏡を設置した場合

は、(G)及び(R)の記号に１・２･････の腰符をつけて区分する。 

例） 測 点  偏心 ； Ｇ1＝Ｃ  Ｇ2≠Ｃ 

反射点  偏心 ； Ｒ1＝Ｃ  Ｒ2≠Ｃ 

 

３ 観測簿の記載は、原則として、インク（青又は黒）を用いるものとする。ただし、雨天等のため、イン

クを用いることが困難な場合は、その理由を記入の上、鉛筆書きとし、着墨してはならない。 

 

４ 計算欄の数字の訂正は、旧の数字が読めるように斜線で抹消し、余白に正しい数字を記載する。数字を

抹消するにあたって小刀、インク消等を使用してはならない。 

 

５ 不採用の観測値は、斜線をもって抹消し、その理由を余白に記入する。 

例） (1) 読定差大 (2) 読定値（１＋４）－（２＋３）の較差大 

(3) ２００の整数倍大 (4) 検測 

再測を行った場合は採用値のある頁を記入するものとする。 

 

６ 点検者が記載する事項及び検符は、赤色のインクを用いる。 

 

７ 点検者の点検を受けた後に、不採用のため抹消するときは、その理由を記入（青色）し、点検者の了承

を得て斜線（朱色又は赤インク）を記入するものとする。 

８ 距離の計算は、㎜位まで行う。 
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（一次基準点測量 距離測定手簿） 
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（二次基準点測量 距離測定手簿） 
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（ＧＮＳＳ基準点測量 観測手簿） 

 

Ｇ Ｐ Ｓ 測 量 観 測 手 簿 

 

観測点    :10 

 

受信機名   :○○○○ 

受信機番号  :301 

アンテナ番号 :134 

 

データ取得間隔: 30 秒 

最低高度角: 15 度 

最小衛星数: 4 衛星 

 

アンテナ高  :1.450m True Vert 

 

セッション名 :171A 

 

観測開始 日時:1996 年 6 月 19 日  4 時 26 分  UTC 

観測終了 日時:1996 年 6 月 19 日  5 時 39 分  UTC 

 

電波の受信状況 

 

衛星 NO. 2│---------------------------------------------- ------------------│ 

衛星 NO. 4│         ------------------------------------------------│ 

衛星 NO. 7│------------------------------------------------------------------│ 

衛星 NO.14│------------------------------------------------------------------│ 

衛星 NO.15│------------------------------------------------------------------│ 

衛星 NO.18│                           ------------│ 

衛星 NO.29│     --------------------------------------------------------│ 

衛星 NO.31│------                              │ 

 

衛星の状態 

 

衛星番号 NO.2 NO.4 NO.7 NO.14 NO.15 NO.18 NO.29 NO.31 

状態   正常 正常 正常 正常 正常 正常 正常 正常 
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（ＧＮＳＳ基準点測量 観測記録簿） 
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水平角観測手簿記載上の注意 

１ 手簿の上欄には、次の事項を記載する。 

(1) 測器の種類及びその番号 

(2) 測点名の記載方法は「距離観測簿記載上の注意」の規定を適用する。 

(3) 方向名の記載方法は番号のみとする。 

(4) 観測点(B)、視準点(P)、標識（標石又は金属標）(C)の関係 

(5) 観測者及び手簿者の氏名 

(6) 観測年月日（第１頁は年月日を次頁よりは月日のみ記入する）・天候 

２ １測点において観測点を変えたとき、又は、視準点が２個以上の場合は、Ｂ及びＰに１・２･････腰符を

つけて区分し、下記の例によりそれぞれの頁に記入する。 

例）(1) （Ｂ1＝Ｐ）≠Ｃ  Ｂ2≠Ｐ≠Ｃ 

(2) （Ｂ＝Ｐ1）≠Ｃ  Ｂ≠（Ｐ2＝Ｃ） 

３ 望遠鏡右とは、目標に対し、望遠鏡が鉛直目盛盤の右側にある場合をいい、これを(r)で表わし、望遠鏡

左とは、目標に対し、望遠鏡が鉛直目盛盤の左側にある場合をいい、これを(l)で表わす。 

４ 同一測点の観測が連続して２頁以上にわたるときは、測点名称欄は「同上」と記載し、第１頁に掲げる

記載事項に変更があったもののみ記載する。 

５ １対回の観測は、２頁にまたがってはならない。また一連列の観測が２頁にわたるときは、視準点名称

欄、番号欄及び目標欄は、一連列の初めに記載したものと同様に記載する。 

６ 観測値を誤読又は誤記した場合の数字の訂正は、旧の数字が読めるように横線又は、斜線で抹消し、余

白に再測値を記載する。 

７ 視準する目標の記号は、回照光は「◎」、回光灯は「火」、目標板は「 」、普通測標は「 」とする。 

８ 偏心図の寸法の標準は下表による。 
 

区分 寸法 区分 寸法 区分 寸法 

Ｎの方向線の長さ ㎝ 

3.0 

零方向線の長さ 
㎝ 

2.0 
角の半径 

㎝ 

1.0 

偏心距離の長さ 1.5   中心角の半径 0.1 

 

９ 不採用の観測値は、斜線をもって抹消し、その理由を余白に記入する。 

例）(1) 倍角差大  (2) 観測差大  (3) 辺長の較差大 

(4) 座標の較差大  (5) 検測  等 

再測を行った場合、採用した頁が同一の場合は省略してよいが、頁が変わるときは頁 数を記入する。 

１０ 観測時間は２４時間制の表示とする。 
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（一次基準点測量 水平角観測手簿） 
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（一次基準点測量 偏心要素測定簿） 
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（二次基準点測量 水平角観測手簿） 
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鉛直角観測手簿記載上の注意 

 

１ 水平角観測手簿記載上の注意事項のうち、1、2、3、4、5、6、7、8、10 の各項を準用する。 

 

２ 視準位置は、器械高と同高が望ましい。特殊な位置を視準した場合は、目標記号に矢印をつけるものと

する。 

例） 

 

 

 

３ 時刻欄は、連続して観測した場合は、開始時刻と終了時刻のみを記載し、独立して観測した場合はその

都度、記載する。 

 

４ 観測方向が１方向しかない場合は、必ず自然目標等を観測して、高度定数を点検する。 

 

５ 同一測点で経緯儀の高さを変更したときは、頁をかえて記載する。 

 

６ 不採用の観測値は、斜線をもって抹消し、その理由を記入する。 

例） 定数差大  等 
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（一次基準点測量 鉛直角観測手簿） 
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（ニ次基準点測量 鉛直角観測手簿） 
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（一次基準点測量 ＴＳ観測手簿） 
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（ニ次基準点測量 ＴＳ観測手簿） 
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観 測 記 簿 
 

（一次基準点測量 観測記簿） 
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（ニ次基準点測量 観測記簿） 
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（一次基準点測量 ＴＳ観測記簿） 
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（ニ次基準点測量 ＴＳ観測記簿） 
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（ＧＮＳＳ基準点測量 観測記簿） 

Ｇ Ｐ Ｓ 測 量 観 測 記 簿 

解析ソフトウェア:○○○○○○○ 

使用した軌道情報:放送暦 

使用した楕円体 :ＷＧＳ－８４ 

使用した周波数 :Ｌ１ 

基線解析モード :全ベクトル解析 

セッション名:171A 

解析使用データ開始:1996 年 6 月 19 日  4 時 27 分  UTC 

終了:1996 年 6 月 19 日  5 時 39 分  UTC 

最低高度角:15 度 

気圧:1010hPa   温度:20℃   湿度:50％ 

観測点 1:10              観測点 2:172 

受信機名(NO):○○○○○        受信機名(NO):○○○○○ 

アンテナ高= 1.450m True Vert      アンテナ高= 1.490m True Vert 

起  点  :入力値          終  点  : 

緯  度= 35°6′2″.10130       緯  度= 35°6′9″.08930 

経  度=139°4′1″.41700       経  度=139°4′3″.14770 

楕円体高= 39.679m           楕円体高= 57.164m 

座標値Ｘ＝  -3953834.339m       座標値Ｘ＝  -3953639.680m 

Ｙ＝   3348108.513m          Ｙ＝   3347886.715m 

Ｚ＝   3707541.172m          Ｚ＝   3707976.203m 

解析結果 

解の種類:FIX       バイアス決定比:100.000 

観測点 観測点      DX      DY      DZ     斜距離 

  1    2      194.659m   -221.798m   435.031m   525.679m 

標準偏差     1.280e-02   8.423e-03   8.846e-03   6.029e-03 

観測点 観測点     方位角    高度角   測地線長   楕円体比高 

  1    2    4°4′5″.41  1°4′3″.51  525.385m    17.485m 

  2    1   184°4′6″.42  -1°4′0″.55 

分散・共分散行列 

DX        DY         DZ 

DX     1.6373762e-04 

DY    -8.7302374e-05   7.0946929e-05 

DZ    -7.8103457e-05   4.5451014e-05 7.8251716e-05 

使用したデータ数 :  573 棄却したデータ数 :   9 棄却率:   2％ 

使用したデータ間隔:  30 秒 

RMS =  0.010872  RATIO = 100.000000  
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計 算 簿 
（一次基準点測量 中心角の計算簿） 
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（一次基準点測量 高低計算簿） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


